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食中毒予防街頭キャンペーンを実施しました！ 
 

昨年、福岡県で発生した食中毒事件は 81 件、患者数は 

393 人で死者はいませんでした。最近では冬期にノロ 

ウイルス食中毒が増加するため、年間を通じて食中毒が 

発生していますが、高温多湿な夏期には細菌性食中毒が多く発生していま

す。そこで、県民の皆様に対する食品衛生思想の普及・啓発をさらに推進 

するため、福岡県では毎年 8 月を「食品衛生月間」と定め、食中毒予防シン

ポジウムや食中毒予防講習会などの様々な事業を開催しています。 

8 月 1 日（火）、本協会も福岡県といっしょに博多駅前で食中毒予防街頭 

キャンペーンを行い、たくさんの県民に啓発チラシとウエットティッシュを

配布しました。今年はビブスを着用したので皆様にもアピールできました。 
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お知らせ 

福岡県庁生活衛生課の食品衛生担当者がチラシを配布しているところ ビブスの表と裏 

http://www.fukuokaken-shokkyou.jp/


福岡県ワンヘルス推進協議会の開催について 

7 月 28 日（金）、博多サンヒルズホテルにおいて「令和 5 年度第 1 回福岡県

ワンヘルス推進協議会」が開催されましたので、その概要を報告します。 

１ 福岡県ワンヘルス推進行動計画とは                

新型コロナウイルス感染症をはじめとする人と動物の双方に感染する

「人獣共通感染症」は人の感染症の 6 割を占めると言われています。 

人口増加、森林開発、これらに伴う生態系の劣化や気候変動等により、

元々野生生物が持っていた病原体が様々なプロセスで人にも感染するよ

うになったとされています。このように、様々な分野にまたがる問題に

対応するためには、「人と動物の健康と環境の健全性は一つ」というワン

ヘルスの理念に基づく総合的な取組が必要です。          

福岡県では令和 2 年、「福岡県ワンヘルス推進基本条例」を制定して基本

方針を示し、県の施策を体系的に整理したものが、この行動計画です。 

２ 令和 4 年度福岡県ワンヘルス推進行動計画の実施状況について   

（食品衛生に関する部分のみ抜粋） 

 （1）人獣共通感染症対策                      

食中毒予防対策として、食品等の製造、流通、販売等の状況や施設の

衛生管理状況を把握するため、14,563 件もの監視を行いました。ま

た、県内のと畜場や食鳥処理場の事業者に対して、HACCP に沿った衛

生管理を適切に運用するよう助言指導を行いました。                    

（2）薬剤耐性菌対策                         

畜産農場の巡回調査を行い飼養衛生管理基準の遵守を指導し、病畜か

ら分離したサルモネラ属菌等について薬剤感受性検査を行いました。

水産養殖業者にも水産用医薬品の適正使用を普及啓発しました。 

 （3）環境保護 

   地域での食育・地産地消の推進を支援し、飲食店のテイクアウト容器 

の代替品への切替支援等を実施しました。 

  この他にも、「人と動物の共生社会づくり」や「健康づくり」 

など 7 つの柱について実施状況の報告がありました。 

  

 


